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■設定来の基準価額の推移
• 基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことになりますので、
作成基準日現在、純資産総額に年率1.948%程度を乗じて得た額となります。

• 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。
• グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。
■騰落率
• 騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。参考指数の騰落率は、当該日前営業日の現地終値を基に算出し
ております。

• 分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。
• 参考指数は、S&P500トータルリターン指数（米ドル建て）です。
• 参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。
■最近5期の分配金の推移
• 分配金は1万口当たり、税引前です。運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。
■ポートフォリオ構成比率
• 構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

米国ネクストビジョンファンド
（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

追加型投信／海外／株式

設定来の基準価額の推移

ファンドの運用実績 － 為替ヘッジあり

騰落率

最近5期の分配金の推移 ポートフォリオ構成比率

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 1

純資産総額基準価額 (1万口当たり)

33.2億円12,731円

設定来3年前1年前6ヵ月前3ヵ月前1ヵ月前

27.31%75.82%28.34%13.83%21.64%13.09%分配金再投資基準価額

77.93%87.33%29.49%11.69%9.80%6.11%参考指数

98.3%
JPモルガン・ファンズ-USテクノロジー・ファンド
（Iクラス）（円建て、円ヘッジ）

0.2%マネー・リクイディティ・マザーファンド

1.5%短期金融商品・その他

0 円2024/04/17

0 円2024/10/17

0 円2025/04/17

0 円2025/10/17

0 円2026/04/17

0 円設定来合計
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月次運用レポート
2026年5月29日現在

ファンドの運用実績 － 為替ヘッジなし

設定来の基準価額の推移

騰落率

最近5期の分配金の推移

■設定来の基準価額の推移
• 基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的にご負担いただくことになります
ので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.948%程度を乗じて得た額となります。

• 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。
• グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。
■騰落率
• 騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。
• 分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。
• 参考指数は、S&P500トータルリターン指数〔円換算後〕です。
• 参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。
• 参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。
■最近5期の分配金の推移
• 分配金は1万口当たり、税引前です。運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。
■ポートフォリオ構成比率
• 構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

ポートフォリオ構成比率

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 2

純資産総額基準価額 (1万口当たり)

856.3億円21,820円

設定来3年前1年前6ヵ月前3ヵ月前1ヵ月前

118.20%131.14%47.56%18.87%26.09%13.19%分配金再投資基準価額

149.38%113.62%43.46%13.65%12.33%5.45%参考指数

0 円2024/04/17

0 円2024/10/17

0 円2025/04/17

0 円2025/10/17

0 円2026/4/17

0 円設定来合計

99.4%
JPモルガン・ファンズ-USテクノロジー・ファンド
（Iクラス）（円建て）

0.2%マネー・リクイディティ・マザーファンド

0.5%短期金融商品・その他
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月次運用レポート
2026年5月29日現在

組入上位10銘柄

JPモルガン・ファンズ － USテクノロジー・ファンドの状況（1）

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 3

※EPS推移は、2026年以降は予測値です。
※比率は、「JPモルガン・ファンズ－USテクノロジー・ファンド」の純資産総額に対する割合です。
※業種は、原則としてICB分類に基づき分類しています。
※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのデータおよびBloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

株価推移（直近1年、日次）
（単位：米ドル）

EPS推移（暦年）
（単位：米ドル）

比率
国・
地域

業種銘柄名

5.1％アメリカ

テクノロジー
（デジタル
サービス）

アルファベット1

アルファベット（Alphabet Inc.）は持株会社。子会社を通じ、
ウェブベースの検索、広告、地図、ソフトウェア・アプリケー
ション、モバイルオペレーティングシステム、消費者コンテンツ、
業務用ソリューション、eコマース、ハードウェア製品などを提
供する。

4.3％アメリカ
テクノロジー

（半導体）
インテル2

インテル（Intel Corporation）はコンピューター部品メー
カー。コンピューター部品および関連製品を設計、製造、販売
する。主な製品は、マイクロプロセッサー、チップセット、組込
みプロセッサー、マイクロコントローラー、フラッシュメモリ、
グラフィック、ネットワーク・通信、システム管理ソフトウェア、
会議装置、デジタル画像製品など。

3.8％アメリカ
テクノロジー
（テクノロジー

機器）

ラムリサーチ3

ラムリサーチ（Lam Research Corporation）は、IC製造
用の半導体処理装置メーカー。アフターサービスも提供する。
製品は、シリコンウエハー上に付着させた特殊フィルムの一
部をエッチングして回路を設計するために使われる。世界で
製品を販売。

3.8％アメリカ
テクノロジー

（半導体）
ブロードコム4

ブロードコム（Broadcom Inc.）は半導体・インフラソフト
ウェアソリューションメーカー。ストレージ・アダプター、コント
ローラー、ネットワーキング・プロセッサー、モーションコント
ロール・エンコーダ製品、光センサーのほか、複雑なハイブ
リッド環境を最新化、最適化、および安全を確保するための
インフラやセキュリティソフトウェアを提供する。世界各地で
事業を展開。

3.7％アメリカ
テクノロジー

（半導体）
エヌビディア5

エヌビディア（NVIDIA Corporation）は3次元（3D）グラ
フィックスプロセッサーと関連ソフトウェアの設計・開発・販売
会社。同社の製品は、主要パソコン向けに双方向3Dグラ
フィックスを提供する。

（組入銘柄数 60）
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販売用資料

月次運用レポート
2026年5月29日現在

組入上位10銘柄

JPモルガン・ファンズ － USテクノロジー・ファンドの状況（2）

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 4

※EPS推移は、2026年以降は予測値です。
※比率は、「JPモルガン・ファンズ－USテクノロジー・ファンド」の純資産総額に対する割合です。
※業種は、原則としてICB分類に基づき分類しています。
※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのデータおよびBloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成しております。

株価推移（直近1年、日次）
（単位：米ドル）

EPS推移（暦年）
（単位：米ドル）

比率
国・
地域

業種銘柄名

3.3％アメリカ
テクノロジー

（半導体）
アドバンスト・マイクロ・
デバイセズ（AMD）

6

アドバンスト・マイクロ・デバイセズ（AMD）（Advanced 
Micro Devices, Inc. (AMD)）は半導体メーカー。マイク
ロプロセッサー、埋め込みマイクロプロセッサー、チップセット、
グラフィクス、動画、マルチメディア製品などを提供する。第
三者製造所に製品を供給するほか、組み立て、試験、および
包装サービスを手掛ける。世界各地で事業を展開。

3.3％アメリカ
一般消費財・

サービス
テスラ7

テスラ（Tesla Inc.）は高性能電気自動車と電気自動車パ
ワートレイン部品の設計・製造・販売会社。独自の販売網を保
有し、電気パワートレイン部品を他の自動車メーカーに販売
する。

3.2％アメリカ
一般消費財・

サービス

テイクツー・インタラクティ
ブ・ソフトウェア

8

テイクツー・インタラクティブ・ソフトウェア（Take-Two
Interactive Software, Inc.）はビデオゲームメーカー。
インタラクティブ・エンターテインメント・ソフトウェア・ゲーム
と周辺機器を製造する。コンソールシステム、ハンドヘルド型
ゲームシステム、およびパソコン用製品を手掛ける。小売店、
デジタルダウンロード、オンライン、クラウドストリーミング
サービスを通じて製品を販売。

3.2％アメリカ
テクノロジー

（ソフトウェア）
パロアルト・ネットワークス9

パロアルト・ネットワークス（Palo Alto Networks, Inc.）
は、ネットワーク用セキュリティー・ソリューションのプロバイ
ダー。アプリケーションの識別と制御、コンテンツのスキャン
による脅威の防止、データ漏えいの防止、アプリケーション、
ユーザー、コンテンツの総合的な可視化を実現するファイア
ウォールを提供。世界中で事業を展開。

2.7％オランダ
テクノロジー
（テクノロジー

機器）

ＡＳＭＬホールディング10

ASMLホールディング（ASML Holding N.V.）は半導体製
造装置メーカー。特にリソグラフィーによるチップ製造向け
機械を開発・製造・販売する。

（組入銘柄数 60）

※単位：ユーロ
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販売用資料

月次運用レポート
2026年5月29日現在

JPモルガン・ファンズ － USテクノロジー・ファンドの状況（３）

組入業種

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 5

※上記は、個別銘柄の推奨を目的として示したものではなく、当該銘柄の株価の上昇および投資先ファンドへの組入れを保証するものではありません。
また、組入銘柄すべてのニュースを網羅しているわけではありません。巻末の＜ご注意＞をご確認ください。

（出所）各種報道等

※市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

組入上位10銘柄の主なニュース

企業規模（株式時価総額）別構成比率
※業種は、原則としてICB分類に基づき分類して

おります。

※時価総額の区分は、本資料独自のものです。
また、将来変更される場合があります。

※比率は、「JPモルガン・ファンズ－USテクノロ
ジー・ファンド」の純資産に対する割合です。
小数点第2位を四捨五入しているため、合計が
100%にならない場合があります。

※J.P.モルガン・アセット・マネジメントのデータ
を基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成し
ております。

2026年5月

ニュース銘柄日付

エヌビディアは5月20日、2026年2-4月期決算を発表した。

売上高は816.2億米ドル(前年同期比+85％)と市場予想の788.6

億米ドルを上回った。特にデータセンター売上高は752億米ドル(同＋

92％)と市場予想の728億米ドルを上回り、過去最高を更新した。

創業者兼CEOであるジェンスン・フアン氏は同発表にて、「エージェント

AIの時代が到来しており、同AIは既に生産的な実務を担い実質的な価

値を生み出している。当社はあらゆるクラウド上で稼働し、最先端モデル

からオープンソースモデルまでを支え、ハイパースケールのデータセン

ターからエッジ領域まで、AIが生み出されるあらゆる場所で浸透してい

る唯一のプラットフォームとして、この変革の中心に独自の立場を築い

ている。」と述べ、同社の競争力に対して強い自信を見せた。

次期2026年5-7月期の売上高見通しは、910億米ドル(±2％)と見

込んでおり、こちらも市場予想の868.4億米ドルを上回った。

エヌビディア5月20日

比率業種

73.5%テクノロジー1

9.0%一般消費財・サービス2

6.3%通信3

4.4%資本財・サービス4

4.1%金融5

1.4%ヘルスケア6

1.5%現金等

100.0%合計

比率企業規模

72.7％大型株 （500億米ドル超）

17.3％中型株 （200億米ドル超-500億米ドル以下）

4.2％中型株 （100億米ドル超-200億米ドル以下）

3.0％小型株 （50億米ドル超-100億米ドル以下）

1.4％小型株 （50億米ドル以下）

比率テクノロジー業種のサブセクター

27.4%半導体1

17.2%ソフトウェア2

8.9%デジタルサービス3

8.8%テクノロジー機器4

6.0%コンピュータ・サービス5

3.0％電子部品6

2.1％コンピュータ・ハードウェア7

73.5%合計
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月次運用レポート
2026年5月29日現在

ファンドマネージャーのコメント
※以下は、当ファンドが高位に組入れております「JPモルガン・ファンズ－USテクノ

ロジー・ファンド」のファンドマネージャーコメントを基に作成しています。

※今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。
また、市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

当レポートは12枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。 6

<投資環境>

5月の米国株式市場は続伸しました。上旬は、米国企業の2026年1-3月期の業績が予想を上回る内容であっ

たことが好感され、上昇しました。中旬は、米国の物価統計が総じて強めの内容であったことから、米連邦準備制

度理事会（FRB）が今後利上げに転じる可能性が意識され、上値が抑えられました。下旬は、大手半導体メーカー

の良好な決算内容が好感されたことなどを受けて株価は上昇し、S&P500種指数は史上最高値を更新しました。

AI関連銘柄への物色が継続したことを受けて、フィラデルフィア半導体株指数はS&P500種指数を上回る上昇

を見せました。

5月のドル/円相場は上下に振れる展開となりました。上旬は、日本政府・日銀による為替介入を受けてドル/円

は大きく下落（円高・ドル安）し、160円台から155円台に円高が進行しました。中旬は、米国債利回りの上昇とと

もにドル/円は反発しました。原油価格が高止まりする中、米国の4月の消費者物価指数（CPI）や生産者物価指数

（PPI）は大きく上昇し、FRBが今後利上げに転じる可能性が意識されました。下旬は上昇ペースが鈍化したもの

の、ドル/円は上昇基調を維持し、再び160円に近づきました。

<運用経過>

5月は、業種でテクノロジーおよび一般消費財・サービスを中心とするポートフォリオを維持しつつ、銘柄の入替

えやウェイト調整を行いました。業種別で見ますと、テクノロジーにおける銘柄選択がプラス寄与となった一方、

一般消費財・サービスにおける銘柄選択がマイナスに影響しました。個別銘柄では、ネットワーク用のセキュリティ

プラットフォームを手掛ける企業などへの投資がプラスに寄与した一方で、検索エンジンを中核として多角的な

サービスを提供する企業などへの投資がマイナスに影響しました。

<今後の運用方針>

運用チームでは、引き続き、経済のファンダメンタルズ（基礎的条件）と企業業績を注視しています。米国株式市

場は、ボラティリティ（変動性）が高まる中で投資家の警戒感が高い状況が続いています。さらに、世界的な経済

環境の不透明感や市場牽引役の変化などが、アクティブな銘柄選択の重要性を高めています。引き続き、高い確

信を持つ銘柄に注目し、市場の歪みを活用して魅力的な銘柄選択の機会を追求してまいります。
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受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱い、解約請求
の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社には取次証券会社が含まれる
場合があります。

販売会社について

<ご注意>

• 本資料はSBI岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡しし
ますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所に
つきましては「販売会社について」でご確認ください。

• 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、
税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示すものではありません。

• 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針通りの運用が行われない場合も
あります。

• 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

12

加入協会

登録番号商号
一般社団法人

第二種金融商品
取引業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
資産運用業

協会

日本証券業
協会

（金融商品取引業者）

○○○○関東財務局長（金商）第53号岡三証券株式会社

○関東財務局長（金商）第169号岡三にいがた証券株式会社

○四国財務局長（金商）第1号阿波証券株式会社

○○○○関東財務局長（金商）第44号株式会社ＳＢＩ証券

○○関東財務局長（金商）第170号株式会社証券ジャパン

○○東海財務局長（金商）第18号野畑証券株式会社

○関東財務局長（金商）第154号武甲証券株式会社

※株式会社ＳＢＩ証券は、一般社団法人日本STO協会にも加入しております。


